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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　20年　８月　４日　(月)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　田村　広恵　　　記録者　月舘　幸子

	小向
	佐々木
	月舘
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	松沢
	清川
	田村
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	中野
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	○
	○
	○
	CD留守
	公休
	公休
	　○
	○
	CD留守
	公休
	　○

	相間野
	本川
	川守田
	田ノ上
	沢上
	福士
	板橋
	高橋
	庭田
	三和
	山地
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	公休
	深夜
	準夜
	　○
	準夜
	CD留守
	準夜
	○
	公休
	○
	○

	石岡
	廣瀬
	吉田
	諏訪
	盛田
	玉木
	前田
	天間
	田中
	松山
	油津
	

	深夜
	公休
	深夜
	年休
	公休
	欠勤
	公休
	Ａ留守
	年休
	業務
	公休
	


出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

· 受持ち患者様で業者洗濯の控えがない方はチェックしてください。

· ワークフローの申請の際、診断書など証明になるものを提出して下さい。証明になるものがないときは口頭で報告する事。

· 御家族の面会時、お盆外泊を促していきましょう。お盆中が無理なら、盆前後でも外　泊を促していきましょう。

· 本日、午後に東病棟より大沢　とくゑ様が転入します。転倒のリスクの高い人なので所在の確認を把握していきましょう。

· 今週中に南寿の里が1床空きます。入居候補として佐々木栄子様を挙げています。

· 家族会担当より～アンケートをＡユニットに置きますので御家族の面会の際、記載してもらうようお願いします。

＜週間予定＞

4日（月）大沢　とくゑ様…東Ｃユニットから南Ｃユニットに転入　

5日（火）布団カバー交換

　　　　　  法人研修…メタボリックシンドロームについて

6日（水）法人研修…メタボリックシンドロームについて

　　　　　皮膚科診察・　田名部Ｄｒ診察

8日（金）納涼会

　　　　  肥満プログラム（スバベイＮｓ出席予定）

　9日（土）腹囲測定　・見付　喜久様…マーゲンチューブ交換

10日（日）腹囲測定・　古川　徳一様…マーゲンチューブ交換

＜集団プログラム検討内容＞

· ＮＭ－Ｓ、Ｎ―ＡＤＬの2つの評価用紙を担当スタッフが評価・集計しています。今後、医師の意見も考慮してグループの再編成を来月にはできるようにしていきます。

＜事故報告の検討＞

RCA～ＲＯＯＴ（経過）－ＣＡＳＥ（事例）－Ａｒａｌｉｓｉｓ（分析）

　事例①～7月31日、深夜帯に畑内　マツ様の左眼瞼の内出血を発見する。

（状況）0：30～横になっている本人に内出血は無かった。

　　　　7：00～内出血発見している。本人は「転んだ。」と話す。

　　　　　　　　　

（事故）　　　　　　　　　　　　　　　　　左眼瞼の内出血

　

（原因）　　　　　　　暴力を受けた　　　　　転んだ　　　　　　ぶつけた　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（事故を起こす要因）スタッフか患者様　①下肢の筋力低下　　　①物の配置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②暗かった　　　　　　②身体能力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③ねぼけていた

　　　　　　　　　　　

（解決策）　　　　患者様の　　　　　　①トレーニング　　　　①物の配置の工夫

　　　　　　　　　　　所在確認　　　　②明るくする　　　　　②装具の検討

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③本人の行動把握

（まとめ）

· 本人の行動を把握し、ベッドサイドの配置を考えて行く。

· 下肢の筋力維持の為、トレーニングも考えて行く。

· 所在を把握し、適宜介入していく。

事例②～8月1日、深夜帯に玉井　クニ子様が椅子から転落しているのを発見する。

（状況）6：10～起床介助をする。その後、他の患者様の起床介助をしホールにいる玉井

　　　　　　　　様が椅子から転落しているのを発見する。

　　　　

　　　　　　　　　

（事故）　　　　　　　　　　　　　　　　　椅子からの転落

　

（原因）　　　　　　　一人で立とうとした　バランスを崩した　　ズレ落ちた　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（事故を起こす要因）十分な観察　　　　本人に合う椅子にする　　座らせ方の工夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（解決策）　　　　十分な観察　　　　　　椅子を工夫する　　　本人を保護するものが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　周囲にあるか？

　　　　　　　　

（まとめ）

· 見守りスタッフが少ない時間帯の起床介助の工夫をして行く。（7時の早番勤務の活用など）

→以上の事を注意してみていき事故のないようにしていきましょう。

　







